
船舶事故調査報告書 

令和３年１２月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 のり養殖施設損傷 

発生日時 令和３年４月１８日 １４時３０分ごろ 

発生場所 千葉県千葉港葛南区 

 浦安沖灯標から真方位０５８°３.５海里付近 

 （概位 北緯３５°３８.６′ 東経１３９°５７.３′） 

事故の概要  プレジャーボートSantana
サ ン タ ナ

は、航行中、のり養殖施設に進入し、同

施設が損傷した。 

事故調査の経過 令和３年６月１日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート Santana、７.９トン 

 ２４１－１１０６５東京、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 なし 

のり養殖施設 のり網のロープに破損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ５、視界 良好 

海象：うねり 波向南西、波高 約１～１.５ｍ 

本事故現場付近には、令和３年４月１７日１０時２３分に強風波浪

注意報が発表され、本事故時も継続中であった。 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者６人を乗せ、船首方から波

を受けながら南進中、プロペラがのり養殖施設（以下「本件施設」と

いう。）のロープに絡まり、本件施設を損傷した。 

本船は、船長が本船のＶＨＦ無線で遭難信号の通報を行うととも

に、携帯電話で付近のマリーナに救助要請を行い、同通報により来援

した海上保安官によってロープが切断された後、同救助要請を受けた

小型船舶によって付近のマリーナまでえい
．．

航された。  

船長は、本件施設の場所を知っていたものの、本事故当時、船首方

から受けるうねりに意識を向けて航行していたので、風とうねりによ

って東方の本件施設に圧流されていることに気付かなかった。 

分析 本船は、強風波浪注意報が発表されている状況下、南進中、船長

が、船首付近に受ける波に意識を向けて航行していたことから、風と

うねりによって東方の本件施設方に圧流されていることに気付かず、

プロペラが本件施設のロープに絡まり、本件施設を損傷したものと考

えられる。 

原因  本事故は、強風波浪注意報が発表されている状況下、本船が南進

中、船長が、船首付近に受ける波に意識を向けて航行していたため、



風とうねりによって東方の本件施設方に圧流されていることに気付か

ず、プロペラが本件施設のロープに絡まったことにより発生したもの

と考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、風と波の影響を適確に把握した上、養殖施設から十分に

距離を離して航行すること。 

・船長は、出航前に気象情報等を適切に入手して把握し、気象注意

報等の発表、天候の変化等を考慮し、出航の取りやめ又は早めの

帰航に心掛けること。 

 


